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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
建築物の解体工事で発生するコンクリート廃材を、破砕して再生砕石とし、道路等の路盤材として利用して
いるが、その需要量は低下しつつある。また、コンクリート用骨材資源の枯渇化が進んでいる。今後は、コン
クリートの体積の70％以上を占める骨材を回収し、コンクリート用再生骨材として再利用することも必要であ
る。しかし、再生骨材にはセメント水和物が付着しやすく、建築構造用コンクリートに使用可能な高品質再生
骨材を回収することは、経済的に困難とされ、いくつかの高品質化技術が提案されたものの、実用化には至っ
ていなかった。 
 本論文の著者は、高品質再生骨材の製造に竪型偏心ロータ式装置による機械すりもみ処理が有効なことを明
らかにし、再生粗骨材を建築構造用コンクリートに使用することを可能にする装置を開発し、高品質化技術を
初めて実用化させた。 
 高品質再生骨材製造技術の実用性の検討には、製造される再生骨材およびそれを用いたコンクリートの品質、
環境への影響、ならびに経済性の評価が重要である。 
 試作した実用規模の竪型偏心ロータ式装置で大量の再生骨材を試験製造して、まず高品質再生骨材の製造を
可能にするコンクリート廃材の条件を見いだし、それを満たすコンクリート廃材であれば、普通骨材と同等品
質の再生粗骨材を製造できることを明らかにしている。また従来、機械すりもみ処理では困難とされた高品質
再生細骨材の製造も、処理中に微粉分を除去すれば可能なことを明らかにしている。さらに、これらの再生骨
材を用いたコンクリートの特性を明らかにするとともに、そのコンクリートから再度、高品質再生骨材を製造
することが可能なことも確認している。 
 これらのコンクリート用再生骨材の製造に必要なエネルギー量および二酸化炭素の排出量は、現行の路盤材
用再生砕石の製造よりも大きくなるが、コンクリート構造物のライフサイクルでは小さくなること、再生粗骨
材と再生細骨材の両方を製造することは、現状では採算が取れないが、再生粗骨材のみの製造であれば、経済
的にも実用性が高いことを明らかにしている。 
 以上のとおり、本論文の著者は、コンクリート廃材の有効利用を進めるために有用な知見を示している。こ
れらの成果は、コンクリート工学および建設材料学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者
は、博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認める。 
 
